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算数科における読解力について
－１５－
 はじめに文部科学省で開催された「全国的な学力調査に関する専門家会議」（２０１８）の議事録に，「特に算数・数学においては，文章の読解力がないと数学・算数の問題が解けないということがないように配慮していただきたい。問題の工夫が必要だと思う。」との発言がある。確かに，純粋に児童・生徒の算数・数学に関わる学力を測定したいという立場の委員が，算数・数学の学力を問うための調査であるはずの問題を解く以前に，題意を把握する段階で躓いてしまい，誤答に陥ったり，また，無回答となったりしては，そもそも学力調査の意味がないという意見を述べることは理解できる。しかしながら，ここで新たな課題に突き当たる。それは，「文章の読解力がないと解けない算数・数学の問題とはどのようなものなのか」という課題と，「文書の読解力がない児童・生徒が解くことができる数学・算数の問題とはどのようなものなのか」という課題の２つである。  全国学力・学習状況調査B問題について先述の「文章の読解力がないと解けない問題」と委員が指摘したのは，全国学力・学習状況調査のB問題についてである。「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」（２００６）では，B問題を「主として『活用』に関する問題」と呼び，「知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力などにかかわる内容を扱う」としている。各問題には，「（１）物事を数・量・図形などに着目して観察し的確に捉えること（２）与えられた情報を分類整理したり必要なものを適切に選択したりすること（３）筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること（４）事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりすることなどの観点を盛り込むことや工夫することが考えられる」と述べている。算数科の学習においては，言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて，筋道を立てて説明したり論理的に考えたりして，自ら納得したり他者を説得したりできることが大切であることを踏まえて，３種類の記述内容に関わる問題が出題されて
［論 文］ 算数科における読解力について－メタ言語的機能をキーワードにして－
On Reading Comprehension in Arithmetic－Using Metalingual Function as a keyword－ 姫 野 俊 幸要旨本稿は，算数科における読解力とは何かについて考え，その向上のための指導のあり方を明らかにすることを目的としている。「全国学力・学習状況調査における読解力」，「PISA型読解力」，「RSTで測定する読解力」から児童の読解力に関する厳しい状況がみえてきた。そこで，算数の授業場面において「メタ言語的機能」が働いている場面に注目した。そして「メタ言語的機能」をキーワードにして，教師が意図的に授業を行うことで「問題を読み解くための指導」が活性化すると考えた。キーワード：読解力（reading comprehension）／PISA型読解力（reading literacy）／
RST（reading skill test）／メタ言語的機能（metalingual function）




メモ１とメモ２は，それぞれ，グラフについてどのようなことに着目して書かれているか，それぞれ着目していることを，言葉や数を使って書くという設問に対して，正答率は２０．９％であった。同年のA問題の「 ９ 折れ線グラフの読み取り」の正答率が６９％であることと比較してみても，５人に１人しか正答者がいないということは大いに課題がある結果である。そもそも，この全国学力・学習状況調査においては，PISA型「読解力（Reading Literacy）」（後述）の結果を大いに意識して，B問題「主として『活用』に関する問題」を作成していることから考えても「文章の読解力がないと数学・算数の問題が解けないということがないように配慮する」という指摘に応えることは大変難しいと言えよう。
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